
緊急時の児童引き渡しマニュアル 
熊本市立飽田東小学校 

◆はじめに◆ 
熊本地震や能登半島地震は、夜間や長期休業中の発災でしたが、先の東日本大震災の発生時

には、平日昼間の発災であったため、学校管理下において避難した児童を無事に保護者に引き渡

すことが困難であった学校が多数ありました。その時の状況は、 

①電話、携帯電話等が使えず、避難経路、保護者への引き渡し等に困難を極めた。 

②保護者への引き渡し規定がなかったため、近所の人が厚意で自分の子と一緒に連れ帰り、親 

と一時行き違いになることがあった。 

③保護者への引き渡し等について決めていなかったので、下校に時間を要した。 

④道路状況が悪く、交通の混乱が予想以上で親に引き渡すまでにかなりの時間を要した。        

と言われています。（「東日本大震災における学校等の対応等に関する調査研究報告」：文部科学省） 

上記のことを踏まえて、災害発生時の基本的なルールを決め、緊急時に保護者（引き取り者）に

対して、確実に児童を引き渡すことができるようにします。 

このマニュアルは、訓練のためのものではなく、実際の緊急場面で以下の流れに沿って児童の引

き渡しを進めますので、十分な理解をお願いします。 

 

◆引き渡しについて◆ 

（１）引き渡しが必要と想定される事象 

○熊本市南区で震度５弱以上の地震発生時 

○児童の生命・安全に関わる極めて重大な事故、事件発生時 

○その他、児童が学校管理下にあって、保護者へ児童を安全に引き渡す必要があると学校長が 

判断した時 

※特に、地震が発生した際には、電気・ガス・水道・通信等のライフラインが 途絶えることも想定さ

れます。そのため、以下のことを取り決めます。 

地震発生時の対応 

児童が在校中 熊本市南区で震度５弱以上の地震が発生した場合は、授業を打ち切

り、安全な場所に避難誘導する。できる限り速やかに保護者に引き取

りの依頼をし、保護者とともに下校させる。（保護者が迎えに来るまで

学校に待機させる）  

※震度４以下では、異常がなければ授業を再開する。通学路の安全 

を確認の上、集団下校等、安全に配慮して下校する。 

児童が登下校中 ○危険物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない安全な場所 

に一時避難してから、揺れが収まったら学校もしくは家の安全な方 

へ避難する。 

児童が在宅中 ○熊本市南区で震度５弱以上の地震が発生した場合は、学校から連

絡があるまで自宅に待機とする。 



（２）児童引き渡しについての連絡手段 

①通信手段（すぐーる・電話）が使えるとき 

→原則として学校より連絡をいたします。すぐーる、電話により保護者に連絡し、児童の 

引き取りを依頼します。 

②一切の通信手段がストップし、連絡できないとき 

→学校に児童を待機させ、引き渡し者の来校を待って引き渡しを行います。 

※「（１）引き渡しが必要と想定される事象」をふまえて、保護者の判断で来校くださる 

ようお願いします。 

（３）引き渡しに関するお願い 

○自家用車での来校はご遠慮ください。災害発生時の自動車の利用は、大渋滞をもたら 

し、結果的に引き渡しを遅らせることにもなります。被災状況にもよりますが、道路が通行不能

になることも想定されますので、徒歩で学校へ来ていただくようお願いします。 

（※徒歩で来校できない場合は、ご相談ください。） 

○災害発生直後には児童の安全優先で行動するため、学校に電話をいただいても対応できな 

いことが想定されます。このマニュアルと実際の災害の状況等から判断していただく場面があ 

るかと思います。ご協力よろしくお願いします。 

○大規模災害発生時には、多大な混乱をきたすことが想定されます。原則マニュアルに沿って引 

き渡しを実施しますが、臨機応変な対応が必要になることが想定されますので、ご理解ご協力 

をお願いします。 

（４）「緊急時引き渡しカード（4月に配布、学校へ提出済）」について 

○円滑かつ安全な引き渡しのために、「緊急時引き渡しカード」を使用して引き渡しを行います。 

＊4月に記入していただいた個人票の「緊急時 児童引き渡し」欄を見て引き渡しを行います。 

○個人票の「緊急時 児童引き渡し」の「引き取り者氏名」欄に、引取者を２名以上決め、必要事

項（本人との関係、迎えに要する時間）を記入します。 

○保護者以外の方が引取者になる場合は、児童本人が確認のできる方に限ります。 また、その 

方に必ず了解を得てください。 

〇児童を引き取る際は、身分証（運転免許証、マイナンバーカード等）をご持参ください。身分証 

と「緊急時 児童引き渡し」欄に記載のある引取者を照合して、児童を引き渡します。記入され

た引き取り者以外の、引き取りはご遠慮ください。 

 

 

 

 

裏面 「引き渡しの手順」「非常変災時の対応フロー」 



【引き渡しの手順】 
連絡・対応 保護者・引き取り者の動き 
 
 
震度５弱以上の地震発

生、 もしくは緊急事態に

より引き渡しメール配信

等 

 
 
 

 

 

 

引き渡し開始 

○すぐーる、電話等を通じての緊急連絡、または震度５弱以上の 

地震発生の場合、学校に引き取りへ向かってください。 

※徒歩で来校してください。自家用車での来校は、混乱を招いたり、 

被害を拡大したりする恐れがありますので固くご遠慮ください。 

○学校到着後は、引き渡し場所の確認をしてください。 

○引き渡し場所は、緊急事態の概要や被災状況等により変更になる 

場合があります。職員の誘導に従い、規律を守って行動してくださ 

い。引き渡しの準備が整うまでしばらくお待ちいただく場合もあり 

ます。 

 

○運動場の場合、お子さんの学級の列の前に向かい合って、保護者

の引き取りの列に並んでください。屋外が危険な場合は、校舎内

（教室・体育館）で待機させます。 

○引き取りの順番が来たら、確認場所で担任に身分証等をご提示く

ださい。 

○担任（場合によっては担任以外の教職員が対応する場合もありま 

す）が、「個人票」の「緊急時 児童引き渡し 引き取り者」と身分

証を照合し、お子さんにも確認をします。「引き取り者」に名前のな

い方への引き渡しはできませんのでご了承ください。 

〇誘導に従って一方通行で引き取りをしていただきます。 

○自宅に戻られる場合は、安全を十分に確認したうえで、お帰りくだ 

さい。 

※児童全員、保護者（引取者）の方へ引き渡すまでは、学校で待 

機させます。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

緊急事態（引き渡しの必要事案）発生 



【非常変災時の対応フロー】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震度５弱以上の地震発生 

学校災害対策本部 

引き渡しか、留め置きか、

下校かの判断を行う 

 

すぐーる 

配信 

※すぐーる・電話が不通の場合 

○近隣の本校保護者へ確認 

○学校へ来校し状況を確認 

○震度５弱以上の地震の場合 

は連絡の有無に関わらず引 

き渡しを実施 
ご家庭へ 

登校中の場合 在校中の場合（育成も含む） 在宅中・休日の場合 

学校へ行く 

飽田東小学校（児童引き渡し） 

※育成は、育成で引き渡す 

自宅で待機 

飽田東小学校に安否を

連絡する 

すぐーるで連絡 

TEL 096-227-0003 

【引き渡しの手順】 

①児童は、学級ごとに整列。 

②保護者は、学級の列に並ぶ。 

（教室の場合は廊下に） 

③児童名・児童との続柄・引取者の氏名を担任に 

伝える。（例「熊本一郎の母の熊本花子です。」） 

④担任が個人票の緊急時引き渡し欄と身分証を照

合し確認する。 

⑤どこに帰るか（自宅・○○へ避難）、連絡先の変 

更等を担任が確認し、記録する。 

 

 

 

 

下校中の場合 

家に戻る 学校へ戻る 家に帰る 

保護者はすぐーるで

学校へ連絡 
保護者はすぐーるで

学校へ連絡 

担任は児童の安否確認 

専科は通学路確認。 

担任は児童の安否確認 

専科は通学路確認。 

※基本的に自動車でのご来校はご遠慮ください。徒歩で

来られない方は、ご相談ください。 
自宅で待機 


